
 改めまして、キリンホールディングスの高岡です。よろしくお願いいたします。

 それでは早速、第１四半期決算についてご説明いたします。まず、

3ページをご覧ください。
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 第１四半期決算の連結売上収益は、対前年プラス8.1％の4,503億

円となりました。

 連結事業利益については、主に食領域を中心に引き続き原材料・燃

料高騰の影響を受けましたが、価格改定をはじめとした収益改善策や

コスト削減を着実に実行し、対前年プラス29.5％の336億円となりまし

た。

 税引前四半期利益は、ミャンマー事業撤退による為替換算調整勘定

の実現約190億等により、対前年ではマイナス29.6％の201億円となり

ました。

 親会社の所有者に帰属する四半期利益については、法人税費用の負

担率増加により、マイナス67.9%の56億円となりました。

 平準化EPSについては、連結事業利益の増加、持分法による投資利

益の増加などにより32円となりました。

 なお、第1四半期における、通期業績予想の修正はございません。
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 4ページは、事業会社別の事業利益増減となりますが、後ほどご確認く

ださい。
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 5ページをご覧ください。

 要因別で事業利益増減をみますと、コスト高騰の影響がマイナス約

120億円のところ、価格改定やコスト削減の対応でプラス約180億円と、

業績悪化をカバーすることができました。

 年初計画時に行うとお伝えしていたマーケ投資については、一部期ズレ

なども発生したことにより1-3月ではグループ全体としては大きくは出てき

ておりません。

 また、昨年の第一四半期と比較すると円安となっておりますので、為替

で26億円の押上効果もあり、連結事業利益としては336億円となって

おります。

 なお、年間のコスト高騰見通しに現時点で大きな変化はありません。



 ６ページ以降で各事業についてご説明します。まず、キリンビールです。

 第１四半期は、着実な増収を果たしておりますが、業務用チャネルにおける順調
な回復や、昨年10月に実施した価格改定による単価アップなどが要因です。

 主力ブランドとして強化している一番搾りブランドについては、累月で対前年プラス
12％となりました。価格改定等により家庭用で数量減となりましたが、リオープニン
グによる業務用チャネルの後押しを大きく受けたことが増加の主要因です。今後と
しては、一番搾りの本体は4月以降、一番搾り糖質ゼロは最盛期において、リ
ニューアル活動を実施していきます。

 市場の拡大に取り組んでおりますクラフトビールですが、スプリングバレーの豊潤496

はリニューアルも実施しております。

 今後としては、クラフトならではの「選べる楽しさ」を感じていただくため、来月6月か
ら夏限定の新商品を発売予定です。これまでの夏のビールとは一味違うクラフトな
らではの夏の新しい楽しみ方を提供したいと考えております。

 今年は、高付加価値RTDについても、キリンの100年以上のビールづくりの歴史を
通じて培ってきた技術を使って造りました「麒麟百年極みレモンサワー」を発売し、
再挑戦していきます。

 ホームタップについては、昨年は規模拡大のための積極的な施策を行っておりませ
んでしたが、新しいお客様にも試していただけるように少しずつ取り組みを進めてお
ります。
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 続いてライオンです。7ページをご覧ください。

 豪州については、昨年のオミクロン株で縮小していた業務用が回復したことや、
コスト高に対する価格改定も行っていることから順調に増収を果たしておりま
す。

 ブランド投資を行い、主力ブランドの成長に取り組んでおりますが、健康を訴
求するブランドであるHahnからの糖質オフの新商品が好調です。

 XXXX（フォーエックス）も対前年プラスで着実に推移しておりますが、
4月以降も継続的なブランド投資を実施し、攻勢をかけていきます。

 クラフトビールカテゴリーについては、引き続きFermentumが堅調な伸びを示
しております。

 第2四半期以降も主力ブランドとクラフトビールの双方に投資を継続し、ブラ
ンド強化を図っていきます。

 一方で北米クラフトについては、成長をけん引しているVoodoo Rangerの勢
いは止まっていません。新商品の寄与もあり製造キャパシティの確保が必要
なことから、バージニア州の製造拠点を取得しました。

 継続して強固なプラットフォームの構築に取り組んでいきます。
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 8ページをご覧ください。キリンビバレッジです。

 キリンビバレッジも増収となっており、なかでも今年特に注力するヘルスサイエ

ンス領域の商品の売上収益は着実に伸びております。

 この4月からプラズマ乳酸菌のスポーツ飲料である「プラズマスポーツ」に加え、

ファンケルとのコラボ商品も複数発売しており、取り組みを強化しております。

 また、下期にはカロリミットブランドからブレンド茶の発売も予定しております。

 主力ブランドについても、午後の紅茶ブランドから発売した無糖ミルクティーが

非常に好調でありますが、4月以降に生茶と午後の紅茶の主力の2ブランドと

もリニューアルをすることで、一層の強化を図っていきます。

 収益性向上の取り組みとしては、3月末にブランド名含むフルリニューアルをし

た超小型PETの「おいしい免疫ケア」は、免疫ケアの重要性を訴求する広告

と共に店頭で展開し、間口を獲得しております。

 今後、商品ラインアップを拡大するなどで、小型商品の売上収益を増加させ、

収益性の改善を図ってまいります。
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 続いて9ページです。ヘルスサイエンス領域ですが、プラズマ乳酸菌の飲料が
着実に成長していることに加え、菌体の導出も進捗しており、商品ラインアッ
プが拡大しております。

 5月に入ってコロナの感染症が5類に変更となりましたが、それに合わせて「自
分の健康は自分で守る」という免疫ケアの啓発活動を、国民的キャラクター
や自治体、導出先の企業と共に進めてまいります。

 免疫ケアのサプリについては、ダブルヘルスクレームの商品が好調であり、さら
にラインアップも増やしていく予定です。

 スペシャリティ素材であるシチコリンについては、米国における健康食品、なか
でも飲料企業向けの販売が堅調で計画通り進んでいます。

 また4月27日にはBlackmores社への買収提案を発表しております。予定
通り第３四半期でクロージングを向かえられるように進めてまいります。

 医領域である協和キリンについては、Crysvitaの北米における自社販売がス
ムーズに開始されております。

 一方でRTA 402の第２四半期における開発中止が発表されておりますので、
次世代パイプラインの拡充を進めてまいります。
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 10ページをご覧ください。ESGのアップデートです。

 環境については、GPIFの「優れたTCFD開示」を2年連続で最多得票数を

獲得することができました。

 記載の通り、選抜理由としてたくさんのポジティブなコメントを頂いております。

 社会、ソーシャルへの取り組みについては、共同で研究を行っていた長崎大

学が、プラズマ乳酸菌の新型コロナウイルスに対する特定臨床研究成果を

発表しております。

 成果としてはいくつかありますが、嗅覚や味覚に異常が出ていた患者さんが、

プラズマ乳酸菌を摂取することでその改善が早まるという示唆が出ております。

また、体内におけるコロナウイルスの量がプラズマ乳酸菌の摂取により早期に

減少することが確認されております。

 引き続き、CSVを経営の根幹に据え、ビジネスを強化するとともに、ESGの

観点でも高い評価をいただくことで、経済的価値・社会的価値を両立させて

いきます。
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